
世界と感動を共有する世界と感動を共有する
コンテンツ創造及びコンテンツ創造及び
情報活用技術情報活用技術

戦略重点科学技術（９）

戦略重点科学技術（９） 世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術

施策名： ユニバーサル音声・言語コミュニケーション技術の研究開発 【総務省】

一部：社会還元加速プロジェクト（音声翻訳）施策

平成２２年度対象予算案： １,５２３百万円

（平成２１年度対象予算： １,４５５百万円）

実施期間： 平成２０～２４年度

（予算総額： ７,５7８百万円）

○コミュニケーションのグローバル化が進む
中、言語・文化にかかわらず、またシステム
の介在を意識することなく、だれもが必要な
情報に容易にアクセスし、互いの円滑なコ
ミュニケーションを可能とするため、音声・言
語に関する以下の研究開発を行う。

①自動音声翻訳技術の研究開発
②言語処理・複数言語データベース構
築技術の研究開発

③グリッド型音声言語技術の研究開発
④多言語化関連技術の研究開発

社会還元加速プロジェクト： ６６０百万円

社会還元加速プロジェクト： ６７５百万円

・多言語化
の拡張によ
る適用地域
の拡大

社会還元加速
・旅行会話（日
中英韓）音声翻
訳の早期実用
化

・大量文章の分析・
構造化
・言語間の相関関係、
関連性の体系化

音声翻訳技術の

グローバルな普及・

展開の推進

音声翻訳の
中長期的高度化

日本の
ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ
による国際
標準化

・ﾈｯﾄﾜｰｸ上に分散する翻
訳情報の自動収集・活用
・結果の自動学習
・実証実験
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戦略重点科学技術（９） 世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術

施策名： 超高精細映像技術の研究開発 【総務省】

施策名： 革新的な三次元映像技術による超臨場感コミュニケーション技術の研究開発

【総務省】

戦略重点科学技術（９） 世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術

通信・放送分野に加えて、テレワーク、商取引、医療、エンター

テイメント分野等の様々な分野で新たな製品・サービスを創造。

商取引分野
（テレショッピング）

医療分野
エンターテインメント分野

テレワーク／遠隔会議

眼鏡なし
大画面
３次元映
像技術

電子ホロ
グラフィ
技術

平成２２年度対象予算案： ３２７百万円

（平成２１年度対象予算： ３３０百万円）

実施期間： 平成２０～２３年度

（予算総額： ２,０００百万円）

○次世代の放送として期待される超高
精細映像放送を実現するために必要な
符号化方式等の技術を開発する。

①超高精細映像符号化技術
②スーパーハイビジョン（ＳＨＶ）対応
スケーラブル符号化技術

放送局

放送衛星

スタジオ

家庭

放送用符号化

記録・編集用符号化

走査線４０００本級

走査線２０００本級

公共施設

HDTV
（走査線１０００本級）

ルータ

シアター

光ファイバー

スケーラブル

通信ネットワーク用符号化

走査線４０００本級

平成２２年度対象予算案： １,１０８百万円
（平成２１年度対象予算： １,１３９百万円）
実施期間： 平成２１～２７年度

（予算総額： １９,０００百万円）

○真にリアルで、人間に優しく、心を豊
かにするコミュニケーションを可能にす
る３次元映像技術を、立体音響、五感情
報伝達技術等の超臨場感コミュニケー
ション技術と一体的に研究開発を行う。

①電子ホログラフィ技術
②高画質裸眼立体映像提示技術
③超並列像再生型立体映像技術
④3次元映像を含む超臨場感コミュニ
ケーションシステムのシステム検討・
設計
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戦略重点科学技術（９） 世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術

施策名： 超臨場感映像システムの研究開発 【総務省】

戦略重点科学技術（９） 世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術

施策名：電気通信サービスに関する情報信憑性検証技術等に関する研究開発 【総務省】

連携施策群（情報の巨大集積化）施策

施策名： 超臨場感映像システムの研究開発 【総務省】

平成２２年度対象予算案：６６６百万円

（平成２１年度対象予算： ７４７百万円）

実施期間： 平成２０～２２年度

（予算総額： ２,０００百万円）

○超臨場感コミュニケーションの実現を
図るため、心理物理的実験や脳活動計
測により、臨場感（質感・包囲感・立体感
など）を指標化するとともに、臨場感が
生じる人間の多感覚認知メカニズムを
解明する。

・臨場感（質感・包囲間・立体感など）の指標化
・人間の多感覚認知メカニズムの解明

平成２２年度対象予算案： ２６８百万円

（平成２１年度対象予算： ２７１百万円）

実施期間： 平成１９～２２年度

（予算総額： １,１４３百万円）

○ネットワーク上の文字、音声、映像情
報について、偽りの情報、信頼性の低い
情報等を分析する技術を確立し、信頼
できる情報を提供することで、誰でもが
思いのまま、簡単に、信頼して、コンテン
ツを取扱い、高度に利活用できる環境を
実現する。

知識ベース

ネットワーク上の玉石混淆な情報

データ解析的アプローチによ
る、テキスト、画像、音声、映
像情報の分析

情報利用者がWebコンテンツの信憑性を
判断する上での手がかりとなる情報を提供

Webコンテンツを構成する
テキスト、画像、音声、映像情報

意味内容の時系列分析技術

•インターネット上から利用者が着目する
領域・観点に関する意見を抽出、意見間
の論理的関係を分析する技術

•意見の時間的変遷等を分析する技術

テキスト情報の意味内容解
析を含む自然言語処理に
よる深い解析

時間的変遷分析

・
・・

Webコンテンツの分析技術

•画像・音声・映像情報とそれを説明する
テキストの不整合度を検証するクロスメ

ディア分析技術
•テキストの表層的特徴（文体、語彙等）や
発信者の発信履歴等の分析技術
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施策名： デジタル・ミュージアムの実現に向けた研究開発の推進 【文部科学省】

戦略重点科学技術（９） 世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術

戦略重点科学技術（９） 世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術

施策名： 情報基盤戦略活用プログラム（うちＷｅｂ社会分析基盤ソフトウェアの研究開発）

【文部科学省】 連携施策群（情報の巨大集積化）施策

●多メディアWeb
解析要素技術
画像・映像リンケージ
、多メディアWeb時系列
解析等、高度な分析技
術の開発

●多メディアWeb情報の収集及び
統合処理による実証評価
多メディアＷｅｂ情報の収集・蓄積、統合
された多メディアWeb解析技術の実証評価

●多メディアWeb
基盤技術
テキスト・動画・画像・
音声情報等の効率的な
収集・蓄積技術、
大規模データの高速処
理技術の開発

Web上の情報を活用し、大学や研究機関等
における科学技術･学術研究の基盤及び企
業におけるマーケティング等の経済活動の基
盤等となるアーカイブ基盤の実現に資するた
め、以下の研究開発を行う。
○テキストデータを始め、動画、画像及び音
声データを含むWeb上の情報を効率よく収集
するためのクローリング技術（ソフトウェア）の
開発。
○蓄積したWeb情報（テキスト、動画、画像、
音声等）を科学技術･学術研究の基盤として
利用するために必要な分析技術の開発。
○上記技術の開発のために必要なWeb情報
の収集。

将来のWeb
アーカイブ
基盤構築

国立国会図
書館による
行政機関等
のWeb情報
アーカイブ
構築等

大学・研究機関における活用＜例＞

社会学： 社会現象の把握、社会動向の調査

言語学： 言語の変化などの状況調査

政治学： 政治家・有権者CGMからの世論の

動向調査

学術調査： 引用分析より素早い学術論文

評価

企業における活用
＜例＞

・マーケット状況や潜

在的ニーズの把握

・企業活動に対する世

論動向の把握

効果

効果

運営委員
会の設置

実用化に
向け
①研究開
発に反映
すべきニー
ズ
②将来の
アーカイブ
基盤構築
の方向性
について検
討

効果

ニーズ

平成２２年度対象予算案：１４０百万円

（平成２１年度対象予算： １３０百万円）

実施期間： 平成２１～２４年度

（予算総額： ８７０百万円）

平成２２年度対象予算案： １０３百万円

（平成２１年度対象予算： １０１百万円）

実施期間： 平成２１年度～平成２６年度

○近年、目覚ましい発展を遂げているデジタル
技術を活用し、有形無形の文化資源を身近に
鑑賞できる仕組みを創り上げることは、国民
の文化的素養を豊かにすることはもとより、日
本文化に対する国際的な理解増進にもつな
がる。
○このため、鑑賞者が文化を五感でインタラク
ティブ（対話的）に体験できるデジタル・ミュー
ジアムのシステムの構築と、それを通じた最
先端要素技術の研究開発を推進していく。
○平成２２年度においては、平成２１年度に行っ
た、機能仕様・要素技術等の実現可能性検証
の結果を踏まえ、今後開発すべきデジタル・
ミュージアムのシステム全体の詳細設計を行
う。

映像に
触れると
質感も
体感

鑑賞者

透明ディスプレイに
触れると美術品の
情報を重畳表示

超高精細再現

３Ｄ映像

和菓子作り山鉾巡行

鑑賞者鑑賞者

博物館システム

機関車に明治の新橋駅
の様子を重畳して再現

飛鳥京遺跡に当時の
建物と大化の改新を
再現

(注)図の出展：九州国立博物館HP  http://www.kyuhaku.jp/exhibition/exhibition_pre50.html

(注)

統合展示支援

現場の雰囲気の生成
インテリジェントガイドツアー
他

伝統文化の
疑似体験システム

美術館システム

システムイメージ
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施策名： ＩＴとサービスの融合による新市場創出促進事業 【経済産業省】

戦略重点科学技術（９） 世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術

平成２２年度対象予算案： ７９８百万円

（平成２１年度対象予算： １,５００百万円）

実施期間： 平成２１～２４年度

（予算総額： ３,９００百万円）

○情報蓄積・解析等の要素技術群（「要
素技術プラットフォーム」）の組み合わ
せとサービスへの最適化により生産性
が高いサービスを実現する手法であ
るサービス工学の研究開発を行う。
○公的・社会的な分野において、ユーザ
起点・人間起点・生活起点の新たな
サービス提供の実証を行い、その成
果は要素技術プラットフォームにオー
プンな形でフィードバックする。
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